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33　　　 卵巣癌 の 発育 ・進展 に おけ る i匿管新召

とアポ ト
ーシ ス の 発現
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（冖的）近年、腫瘍 に おけ る発 育
・
進辰 と rf［酷 新

生 、および ア ポ ト…シ ス の 発現 と予後 との 閧連性

競 閣 され て い るが 、卵巣癌に お ける假告は少な

い、、そ こで、卵巣癌組織における血管新生因子で

platelet− derived　endelhclial　ccli　gr〔｝wth 　
l
’
actor （PD　−

ECGF ）と同
一

とさ れ るぬ ymidille　phosph｛〕rylase

（dThdPase ）の 発 現 、．L5　1一内讐 小 lllL管 簪1度

〔intfatumera工microvessel 　density；IMVD ）および アポ

トーシ ス 陽性細胞 の 発現をvap’1し、臨床病理 ゴ：的

因了や予後 と対 比 した 。 （方法）当科で治療 した

垣1∫巣癌 54｛列　（1期 14、　II其目1、　【II其目37、　IV期 2 ；9i乏

液癌41、類内膜癌4、粘液癌6、明細胞li3）の 丁

術摘出標本を用 い た 、、 摘出腫瘍か ら作成した パ ラ

フ ィ ン切片に対 し抗CD34 モ ノ ク m 一ナル 抗体、

抗 dTMPasc抗休 を用 い た ABC 染色で 、　 Apeptc）tic

Irtdcx（AI）はDNA 　nick 　end 　labelling法 で 贋瘍細胞

looo個当た りの 陽性細胞数で 評価 した c 　（成 rR

［MVD （mean ± SD ）は、〔期 で 61．74 ＝ 24 ．〔｝6、　 III期以

上 は 74．0 ±24．71と進行例で高か っ た、，また腹腔内

転移巣（5cm 以 上）の 有無 で 検索す る と、馬発 巣 の

IMVD は伝移穐群 89．4 − 35．1、転移無群 68．6 ⊥ 26，7

で あ っ た（p くO．05）。 抗 dThdPasc抗体の強陽性例で

はIMVD が高 い 傾向 に あ っ た（P＜ 0．01），　 AIは、正期

で O．67 」 ．82、III期以 ヒは 3．93 − 2．98と進有例で I　l

く（p く 0．05）、初回治療後 3年無 冉 発率 は高A ［群（25

以 上 ）で 34．6％、低 AI群（25 未而）で 61．1％ と 而A 曜 ！

の 再発率 が 高 い 傾向 に あ っ た（p； （〕つ54）。　（糸’念）

卵巣癌 に お い て もdT鰓 Paseは腫瘍内血
ζ
目 新生 に 閲

与し、卵巣癌の 発 育 ・進展 に お い て 、肛瘍内血管

新生 は腹腔内播種転移 に、ア ポ ト
ー一

シ ス の 発現は

卵巣癌 の 予後に関連する と考え ｝れた。
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